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空間のベクトル −→
x = (x1, x2, x3)，

−→
y = (y1, y2, y3)を考える．ただし，どちらも

零ベクトルではないとする．k = 1, 2, 3に対し，複素数

zk = xk + yki (i =
√
−1は虚数単位)

を考え，複素数 wk = uk + vki（uk，vk は実数）を

wk = (
√
3 + i)zk

で定める．さらに uk，vk から定まるベクトル
−→
u = (u1, u2, u3) ,

−→
v = (v1, v2, v3)

を考える．

(1)
−→
x の大きさを r，−→

y の大きさを s，−→
x と −→

y のなす角を θ（0◦ ≦ θ ≦ 180◦）とす
るとき z21 + z22 + z23 を r，s，θで表せ．

(2)
−→
x と−→

y の大きさが等しく，両者はたがいに垂直であるとする．このとき−→
u と−→

v

も大きさが等しく，たがいに垂直であることを示せ．

(3) (2)の仮定のもとで，−→
x と −→

u のなす角を求めよ．


